大阪府立学校条例の改正（概要）

教育委員会事務局教育振興室高等学校課、教職員室教職員人事課、施設財務課
■改正の理由
【1 府立高校の通学区域関係】

　 　府立高校の通学区域が府内全域となるため、所要の改正を行う。
【2 教職員定数関係】

府立の高等学校並びに特別支援学校の児童・生徒数の変動に伴う学級数の増により、平成26年度の教職員定数の改定を行うため、所要の改正を行う。
【3 授業料の徴収関係】

・『公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関する法律』（平成22年法律第18号）の一部を改正する法律案が現国会で審議中であり、成立すれば公立高等学校に係る授業料の不徴収制度と、私立高等学校等に係る就学支援制度との２本立てとなっている制度を、所得制限を導入した就学支援金制度へ一本化されることとなる。

・就学支援金制度は、学校設置者が設定する授業料額に対して国が相当額（政令で定める標準額を限度）を支給する制度であることから、条例により府立高等学校の各課程の授業料額の設定が必要となる。
■改正の内容
①府立学校の通学区域関係

　通学区域について見直すこととする旨の規定（第２条第３項）を削除する。

②教職員定数関係
　　　　高等学校　9,889人→　9,928人

　　　　特別支援　3,750人→　3,862人
③標記条例第23条第２項で、府立高等学校の全ての課程について国標準額の授業料を規定するとともに、定時制課程の一部の入学料検定料及び入学料も国標準額通りに改定し統一する
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■施行期日
　平成26年４月１日（改正の内容の①から③までに係るもの）
　（理由）①②　平成26年度当初から実施するため。

③「公立高等学校に係る授業料の不徴収及び高等学校等就学支援金の支給に関する法律の一部を改正する法律」の施行期日に合わせるため。
■政策アセスメント・制度間調整

　人数、金額について財政課と協議中。
　市立学校の移管について大阪市教育委員会と協議中。　

　大阪府立高等学校等の管理運営に関する規則（昭和32年大阪府教育委員会規則第４号）の改正
  大阪府基金条例に基づく府の機関の指定（昭和55年大阪府告示第525号）の改正
　予算執行機関の指定（昭和63年大阪府告示第471号）の改正
　大阪府立高等学校の通学区域の調整（平成24年大阪府教育委員会告示第20号）の廃止
